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(CQ１０)MGDの診断において涙液層破綻時間測定は有用か？　
キーワード：	マイボーム腺機能不全（meibomian gland dysfunction）
		診断（diagnosis）細隙灯顕微鏡(slit-lamp microscopy)
涙液層破綻時間（tear film breakup time OR tear break-up time）

(CQ１３)MGDの診断において非侵襲的涙液層破綻時間測定は有用か？
キーワード: 	マイボーム腺機能不全（meibomian gland dysfunction）
診断（diagnosis）非侵襲的涙液層破綻時間測定（non-invasive tear film 
breakup time OR non-invasive tear film break-up time OR non-invasive tear breakup time）

CQ10　涙液層破綻時間測定と　CQ13　非侵襲的涙液層破綻時間測定のキーワードの違いは ”非侵襲的 non-invaseive” があるかどうかです。そのため、CQ10とCQ13の関係は図のようになります。CQ10の検索式でヒットした文献集合の中には”非侵襲的”のついた文献を含みますし、CQ13で”非侵襲的”の付いた文献をしぼることはできますが、その中に”非侵襲的”が付いた涙液層破綻時間と付かない涙液層破綻時間のどちらも含む文献が存在します。検索式だけで2つのCQを切り分けることができず、文献の中身まで見ていただく必要があると考えるため、同じBunkanにて報告させていただきます。
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図　CQ10とCQ13の関係
